
事例 小学校理科（Ｂ区分） 飛騨地区（Ｆ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 第３学年

学習指導要領 第３学年の内容 Ｂ 物質とエネルギー（３）ア イ

単 元 名 「じしゃくをつけよう （全１１時間）」

単 元 目 標 ○磁石に物をつけたり自由に動くようにしたりしたときの現象を興味・関

心をもって追究し、磁石の働きや性質を使って、ものづくりをしようと

、 。 （ ）したり 生活に生かそうとする 自然事象への関心・意欲・態度

○磁石に引きつけられる物と引きつけられない物とを比較して、それらの
違いを考えたり、磁石の性質を働かせたときの現象を電気の性質などと

、 、比較しながら問題点を見い出し 差異点や共通点をとらえたりしながら

。 （ ）問題を解決することができる 科学的な思考

○簡単な器具や材料を使い、磁石に付く物を調べたり、磁石の極性を調べ

たり、ものづくりを行ったりしながら、その過程や結果を分かりやすく
。 （ ）表すことができる 観察・実験の技能・表現

○物には、磁石に引きつけられる物と引きつけられない物があることや磁

石に付けると、磁石になる物があることや磁石の異極は引き合い、同極

は退け合うことをことを理解している。

（ ）自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 ○基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

・生活経験等を通して児童が身に付けている素朴的な見方・考え方を把
握するための実態調査を行う。

・つけたい力や評価規準を明確にした指導計画を作成する。

・評価規準に即し、評価活動を効率よく行い、指導に生かす手だてを工

夫する。

○発達段階に即した問題解決学習の工夫

・既習内容の比較や仲間の考えの比較に重点をおいた問題解決的な学習

となるよう工夫する。

・児童の見方・考え方を引き出し、自分の考えを高まりを自覚させる指

導方法を工夫する。

○教材・教具、学習環境の工夫

・磁石と引きつけられる鉄の間の磁力を視覚的にとらえやすい教材の開

発を行う。

・興味や関心をもち、学び方が分かるよう教室掲示などの理科室の環境
を工夫する。

参 考 資 料 資料１：学び方が分かる、理科に興味をもつ理科室環境や掲示の工夫



２ 単元の評価規準

ア 自然事象への イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい

関心・意欲・態度 技能・表現 ての知識・理解

光、電気及び磁石を 光、電気及び磁石を 簡単な器具や材料を 光、電気及び磁石に

働かせたときの現象 働かせたときの現象 見付けたり、使った は決まった性質があ

を興味・関心をもっ を比較しながら問題 り、作ったりして観 ることなどを理解し

て追究し、見い出し を見いだし、差異点 察、実験やものづく ている。
た特性を生活に生か や共通点をとらえ、 りを行い、その過程

そうとする。 問題を解決する。 や結果を分かりやす

く表す。

・磁石に物を付けた ・磁石に引き付けら ・磁石を使って付く ・物には、磁石に引
り自由に動くよう れる物と引き付け 物を調べたり着磁 き付けられる物と

にしたりしたとき られない物とを比 させたり、ものづ 引き付けられない

の現象に興味・関 較して、それらの くりをしたりする 物があることや、

心をもち、進んで 違いを考えること ことができる。 磁石に引き付けら
磁石の働きや性質 ができる。 ・磁石に付く物や磁 れる物には、磁石

を調べようとする。 ・磁石同士や磁石に 石の働きや性質を に付けると磁石に

引き付けられる物 調べ、記録するこ なる物があること

・磁石の働きや性質 との間を空けても とができる。 を理解している。

を使ってものづく 引き付ける力が働 ・磁石の異極は引き
りをしようとす いていると考える 合い、同極は退け

る。 ことができる。 合うことを理解し

ている。

①磁石に付くものに ①磁石は、異極どう ①鉄との間に磁石に ①物には、磁石に引
興味をもち、進ん しは引き合い、同 付かないものがあ き付けられる物と

で身のまわりのい 極どうしは退け合 っても鉄を引き付 引き付けられない

ろいろなものにつ うことを、実験結 けることを、自分 物があることや、

いて調べたり、見 果を通して考え、 なりに考えた方法 磁石に引き付けら

つけたことを発言 説明することがで で工夫して調べ、 れる物には、磁石
したりすることが きる。 結果を分かりやす に付けると磁石に

できる。 ②磁石に付けた鉄の く発表したり、友 なる物があること

②磁石のはたらきに くぎが磁石になっ 達の結果と比べな を理解している。

興味をもち、その たことを、他の鉄 がら聞いたりする ②磁石の異極は引き

性質を利用したも のくぎを引き付け ことができる。 合い、同極は退け
のや磁石を近づけ ることや、磁石を ②磁石の端どうしの 合うことを理解し

てはいけないもの 近づけたときの端 性質を、異極、同 ている。

を進んでさがすこ の性質をもとに考 極どうしで調べ、 ③自由に動くように

とができる。 えることができる その結果を正しく した磁石の 極は。 N
まとめることがで 北をさし、Ｓ極は
きる。 南をさして止まる

③方位磁針の仕組み ことを理解してい

を理解して、方位 る。

を調べることがで

きる。
④磁石にした鉄のく

ぎに、 極やＳ極N
極の端の性質があ

るか調べることが

できる。
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３ 指導と評価の計画（全１１時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○どんなもの ○事物提示 ○磁石の磁力の

２ が磁石につ 磁石を提示する。 魅力に迫り、

くかに問題 進んで調べた

をもち、電 磁石にはどんな秘密があるだ い気持ちを高

気を通すも ろうか。 めるため、磁
の(金属)は 力の強い磁石

どれも磁石 ・金のような物を引き付ける。 を使う。

に付くかを ・Ｎ極とＳ極がある。

話し合い、 ・磁石に付く物とつかない物が

身のまわり ある。
のいろいろ ○いろいろな磁石を使って、磁 ○ワークシ

なものに磁 石の秘密みつけをしよう。 ート

石を近づけ ・見つけたひみつをカードに絵 ・理科室に

て、磁石に や文を描こう。 ある金属
付くものと ○自由試行活動 の種類に

つかないも ・磁石に付く物を調べる。 着目

のとを見分 ・磁石どうしをくっつけてみ ・磁石につ

けることが る。 くもの、

できる。 ○見つけた秘密を発表しよう つかない
、・磁石には、付く物とつかない 物の判別

物がある。 ・磁石同士

・缶でも付く缶とつかない缶が を近づけ

ある （くぎでも…） たときの。

・磁石と磁石は付くときとはな 性質
れるときがある。

どんな物が磁石に付くのだろ

うか。金属は、どれも磁石に

付くのだろうか。

○自分が調べたい物をノートに 〈アー①〉

書く。 ○磁石に付く ○発言 ○調べたい物を

○自由に調べたい物をもつてき ものに興味 ・身近な物 選んだ理由を

て、調べる。 をもち、進 と磁石と 聞いてみる。
○調べたことから、気付いたこ んで身のま の関係 ○電気を通す物

とを表にまとめる。 わりのいろ ・磁石同士 の学習経験を

○結果を発表し合う。 いろなもの の関係 生かしている

・電気を通さないものは、磁石 について調 児童の考え方

にもつかない。 べたり、見 を広める。
・金属は、全部磁石に付くと思 つけたこと ○スチール缶、

ったけど つかない物もある を発言した アルミ缶を準、 。

・鉄だけが磁石に付く。 りすること 備

ができる。 ○磁石に近づけ

磁石は、鉄でできた物だけを てはいけない
引き付ける。 物があること

を説明する。

３ ○「磁石は、 ○事象提示 ○電気の通り道

４ 鉄との間が 色のついた缶と色の付いてな に紙などを置
本 離れていた い缶、紙で覆った缶と覆って いた回路で電

時 り、磁石に ない缶、どれでもスチール缶 気がつかない

つかない物 が磁石に付くことを見せる。 ことを確認す

があったり ・電気と違って、磁石と鉄の間 る。



しても、鉄 に塗料や紙があっても磁石に ○身近な物の中

を引き付け 鉄が付く。 から素材を集

る」ことに め、実験を考

ついて、磁 磁石と鉄の間に、磁石に付 えさせる。
石と鉄の間 かない物があったり、間がは ○教科書の実験

におく物の なれていても、鉄を引き付け 〈ウー②〉 方法を紹介し

種類や間隔 るだろうか。 ○鉄との間に ○発言・ノ たり、間に挟

調べ方など 磁石につか ート む素材につい

を、身近な ○どんな物を挟むかを決める。 ないものが ・身近な物 て、材質に着
物を使って ○自由試行活動 あっても鉄 を使って 目して物を選、

自分なりに を引きつけ 実験方法 ぶ視点をあた

工夫して調 ○結果を発表し合う。 ることを、 を考え、 える。

べ、その結 ・間に紙やプラスチックを入れ 自分で考え 調べた結 （教師側からも

果を実物を ても引き付けた。 た方法で調 果をノー 材質を提示で
使いながら ・水の中に入れても引き付け べ、結果を トにまと きるよう準備

発表したり た。 分かりやす めること する ）。

。自分の考え ・ガラスでも、本でもくっつい く発表した ができる

と比べなが た。 り、友達の ○発言
ら、仲間の ・あまり離れすぎると引き付け 結果に自分 実物を示

発表を聞い ない。 の結果と比 しながら

たりするこ べたりしな 仲間の発

とができる。 磁石は、鉄との間に磁石に付 がら興味を 表とつな

かない物を入れても、鉄を引 もって、聞 げて発表
き付ける。 くことがで

きる。

５ ○２本の棒磁 ○事象提示 〈ウー②〉 ○行動・ノ

石の端どう ２本の棒磁石の端どうしを近 ○磁石の端ど ート
しには引き づけてみる。 うしの性質 ・４つの調

合ったり退 ・引き付けるときと磁石が逃げ を、異極、 べ方があ

け合ったり るときがある。 同極どうし ることへ

、する性質が ・Ｎ極とかＳ極って何だろう。 で調べ、そ の気付き

あるのかに の結果を正 ・その結果
興味をも 磁石の端には、どんなひみつ しくまとめ の記録

ち、２本の があるのだろうか。 ることがで ・引きつけ

棒磁石を使 きる。 ると反発

って、磁石 ・Ｎ極とかＳ極とかを入れ替え しあうと

の同極どう てくっつけてみると、引き合 いう言葉
し、異極ど ったり、にげたりするひみつ を使って

うしで調 が分かるかもしれない。 の結果の

べ、極の性 ○片方の磁石が自由に動くよう 整理 ○結果をどのよ

質のきまり にして、磁石を近づけ、ひみ うな表にまと

をとらえる つを調べる。 めると分かり
ことができ ○調べた結果をノートに分かり やすいかにつ

る。 やすくまとめる。 いて、考えさ

・４通りの方法でまとめること せる。

ができる。 ○発表用にホワ

・表を使ってまとめよう イトボードを
・絵でまとめよう。 活用すること

・Ｓ極をＮ極に近づけたときは を助言する。

くっついた。

・Ｓ極をＳ極に近づけると、逃

げていく （はなれた ）。 。
・Ｎ極をＮ極に近づけると、逃

げていく （はなれた ）。 。

・Ｎ極をＳ極に近づけると、く

っついた。



６ ○調べたこと ○前時で調べた結果をまとめた

から、磁石 表や絵を使って、説明する。

は違うしる ・Ｎ極のついた端をＮ極に近づ
しの端どう けると、はなれたけれど、Ｓ

、 。しは引き合 極を近づけたら くっついた

い、同じし ・Ｓ極のついた端をＮ極に近づ

るしの端ど けるとくっついたけど、Ｓ極

うしは退け を近づけるとはなれた。
合うことを ・同じマークどうしだとはなれ

まとめ、そ るけれど、違うマークどうし

の性質を使 だとくっつくことが分かる。

って、しる

しのない磁 磁石は、同じマークどうしの
石の極を見 端ははなれ、ちがうマークど

付けること うしの端は引き付け合う 。。

ができる。

また、自由 ○事象提示１（補充的学習）
に動くよう マークのついていない磁石の

にした磁石 提示

のＮ極は北

をさし、Ｓ マークのない磁石のＮ極とＳ

極は南をさ 極を見つけよう。
して止まる

ことを理解 ・マークの付いた磁石にマーク ○マークのつい

する。 の付いていない磁石を近づけ ていない棒磁

てみる 石とフェライ

・Ｎ極を近づけたとき ト磁石を準備
・Ｓ極を近づけたとき し、極が分か

・Ｎ極を近づけてみる ったら、シー

・引き寄せたからＳ極だ ルを貼る。

・反発したからＮ極極だ ○磁石のどの部

・Ｓ極を近づけてみる、 〈イー①〉 分に磁石の性
・引き寄せたからＮ極だ ○磁石は、異 ○発言、ノ 質があるかを

・反発したからＳ極だ 極どうしは ート 見付ける。

○発展的学習 引き合い、 ・磁石を使

同極どうし ってのグ

①水の上に浮かべた磁石に別 は退け合う ループの
の磁石のＮ極やＳ極を近づ ことを、実 仲間への

けるとどうなるだろうか。 験結果を通 説明の様

②棒磁石をＮＳＮＳでつなげ して考え、 子

ていくと、Ｎ極とＳ極の性 説明するこ ・ワークシ

質は、どうなるだろうか。 とができ ートを使
る。 ってのＮ

①発泡スチロールトレイや時計 極・Ｓ極 ○丸形水槽、発

皿を利用して、磁石を水に浮 の説明 泡スチロール

かべ自由に動くようにする。 時計皿、棒磁

別の磁石を近づけ、動きを観 石
察する。

②棒磁石をＮＳＮＳ…でつな ○棒磁石、釘

げ、別の磁石を近づけたり、

鉄を近づけたりして、磁石の

性質があるかどうか調べる。

７ ○磁石のＮ極 ○事象提示

とＳ極の性 水の上に浮かべた磁石をプロ

質から方位 ジェクター（実物投影機）を



磁針の仕組 使って提示し、一定の方向に

みをとら 向けて止まる様子を見る。

え、方位磁 ・磁石のＮ極はいつも北を向

針を使って いて止まる。
方位を調べ

ることがで 方位磁針を使って、方位を調 〈ウー③〉

きるように べよう。 ○方位磁針の ○行動観察

する。 仕組みを理 ・方位磁針

○方位磁針を使った方位調べ 解して、方 の向いた
・方位磁針を平らなところに置 位を調べる 方向に北 ○方位調べをす

き、針の動きを止める。 ことができ の文字盤 るプリントを

・方位磁針を回して、北の文 る。 を正しく 作成に、その

字をＮ極に合わせて、方位を あわせる 中に、４方位

調べる。 ことがで と目標物の方
・いろいろな場所で目標物を変 きたか。 位を記述でき

えて方位を調べる。 ○プリント るようにする

・プリント

方位磁針は、Ｎ極がいつも北 への方位
を向くから、方位がすぐ分か の記入状

る。 況（目標

物も）

８ ○磁石につな ○事象提示 ○くぎ…磁化さ
９ がっていた れやすい鋼鉄

２本のくぎ 製のくぎを準

が、磁石か 備

らはなして ○磁石…ネオジ

もつながっ ム磁石
ていること 磁石につながってついてい 程度の角3cm
に興味をも るくぎを磁石からはなしても 棒磁石(単価

ち、磁石に つながったままになっている 円程度)800
付けたくぎ 様子を見る。

が磁石にな ・どうしてつながっているの
っているか か。

どうか調 ・釘が磁石になったのでは？

べ、鉄のく

ぎが磁化さ くぎは、磁石に付けると、磁

れたことを 石になったのだろうか。
とらえるこ

とができ ○どんな方法で調べたらよいだ ○ノート

る。 ろう。 教科書の

・他の鉄を引き付けるかどうか 例を参考

で調べる。 に、自分
・磁石になったのなら、Ｎ極と が調べる

Ｓ極があるはず、磁石を近づ 方法を図

けてみる。 や文でノ

・方位磁針を使って、針が動 ートで記

くかどうかで調べる。 述
○実験する。



○結果を話し合う。 〈イー②〉

・鉄（安全ピンなど）を引きつ ○磁石に付け ○発言・ノ

けたので、磁石になったこと た鉄のくぎ ート

が分かった。 が磁石にな 「こうし
・砂鉄がくっついたから、磁石 ったことを たら、こ

」になったことが分かった。 他の鉄のく うなった

・方位磁針の針が動いたから、 ぎを引き付 書き方の

磁石になったことが分かっ けること 手順に沿

た。 や、磁石を った記述
近づけたと

磁石につながったくぎは、磁 きの端の性

石になった。 質をもとに

考えること

ができる。

○磁石にした ○事物提示10
鉄のくぎの ・磁化されたくぎの提示

端の性質を
調べ、磁化 磁石にした鉄のくぎの端に

されたくぎ は、Ｎ極とＳ極のせいしつ

にも、 極 があるだろうか。N
とＳ極があ 〈ウー④〉

ることを見 ○どんな方法で調べたらよいだ ○磁石にした ○発言・ノ
付けること ろうか。 鉄のくぎ ート ○極性が変化し

ができる。 ・自由に動くようにして調べ に、Ｎ極 ・実験結果 ないよう磁力

る （北を向いて止まるか） やＳ極の端 の事実の の弱い磁石を。

・自由に動くようにして棒磁石 の性質があ 記述 用いる。

を近づけてみる。 るか調べる （こうした （磁石に釘をつ
・方位磁針を近づけてみる。 ことができ らこうな けてしまわな

○結果を発表しよう。 る った。だ いよう注意）。

、 ）・水に浮かべたら、北を向い から …

て止まったから、Ｎ極がある

ことが分かった。
・磁石を近づけると、はなれた

り、くっついたりするときが

あったから、Ｎ極とＳ極があ

ることが分かった。

・方位磁針を近づけると、針が
動いたので、極があることが

分かった。

磁石につけたくぎの端には、

Ｎ極とＳ極の性質がある。

○磁石の性質 ○自分たちの身の回りには、磁 〈アー②〉 ○行動・発11
を使った身 石の性質を使った物に、どん ○磁石のはた 言

の回りの用 な物があるだろうか。 らきに興味 ・磁石の性
具などをさ ・黒板のマグネット をもち、そ 質が使わ

がす活動に ・筆箱のマグネット の性質を利 れている

興味をもっ ・ランドセルのマグネット 用したもの 物の記述

て取組み、 や磁石を近 数

そのはたら 磁石は、この他にどんなと づけてはい ・見つけた
きについて ころに使われているだろう けないもの 物への興

考えること か。 を進んでさ 味・関心

ができる。 がすことが

また、磁石 ○どこに使われ、どのように働 できる。



を近づけて いているかを調べる。

はいけない ・黒板…物が落ちないように

ものとその ・筆箱…ふたが開かないように

理由を知る ・ランドセル…ふたが開かな
ことができ いように

る。 ・空き缶の分別

○磁石を近づけてはいけない ○定期券、クレ

物はないだろうか。 ジットカー

、 、 、・カセットテープ ド FD CD
・フロッピーデイスク 電気製品な

・ＣＤ ど、身の回り

・テレホンカード の製品を準備

・時計

・切符
・ゲーム

・パソコンや電気製品

磁石の性質を利用した物が
たくさんあるが、使うと便

利な物と磁石を近づけては

いけない物とがある。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい 〈ウー②〉

・ 磁石は、鉄との間が離れていたり、磁石につかないものがあったりしても、鉄を引きつけ「

る」ことについて、磁石と鉄の間におく物の種類や間隔、調べ方などを、身近な物を使って
、 、 、 （ ）自分なりに工夫して調べ その結果を実物を使いながら 発表したり 自分の考え 調べ方

と比べながら、仲間の発表を聞いたりすることができる。

（２）本時の位置

４／１１時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○課題確認 ○自己評価の窓を理科係

に伝える
○前時立てた実験を想起

見 させるとともに、電気

通 との比較を意識付ける

し ○計画でつまずき
を ○どんな物を使って、どのように ・実験の見通しがもてな

も 実験するか、実験の見通しを発 い児童については、教

つ 表する 前時の実験計画確認 科書の実験例を参考に。（ ）

・自分の考えた実験が何を工夫し 本時までに個別に指導

た実験なのかを明らかにする。 しておく。
・間に挟む物の素材の種類 ・クリップを離れた所か

・間に挟む物の厚さ ら引き付けることと引

・引き付けるクリップの数 きつけられたまま持ち

・引き付ける鉄の重さ 上げられることの違い

・引きつけたときの距離 を確認する。
・Ｎ極とＳ極の違い ・ネームプレートを使っ

・磁石の種類と引きつけたとき て、自分の実験の工夫

の距離 した点を黒板に位置づ

ける。

追 ○実験を行う （個別実験） ○つまずきへの援助。

究 ・糸をつけたクリップに磁石を近 磁石と鉄を引き付ける

す づけていく。 ことに着目できず、鉄

る ・水を入れた試験管を間に置いて が直接ついた数だけに

もみる。 着目している児童
・下敷きを間に挟んでクリップが （引き付ける現象とひき

いくつ引きつけられるか。 つけた後の現象の違い

・間に画用紙を挟み、厚さを増し を演示し、本時の実験

ていく。 のねらいがどちらにあ

・ノートや段ボールを挟んでみる るのか確認する ）。
・磁石にアルミホイルを巻いてみ ○実験図、結果を記入す

る。 るカードを用意し、掲

・Ｎ極とＳ極を入れ替えてみる。 示していく。

・磁石の種類を変えて、引きつけ ○実験材料を並べて置

るクリップの数や間の距離を調 き、自由に使えるよう
べる。 にする。

○磁石…ネオジム磁石を

使用

○操作活動にどんな意図

があるかを聞き出した
り、その活動の価値を

認めたりする。

○磁石と鉄の間があきす

ぎると鉄がつかないこ

じしゃくは、鉄との間に、じし

ゃくにつかない物があったり、

はなれていても、鉄を引きつけ

るだろうか。



ともあることに気付か

せる。

交 ○自分の行った実験をみんなに伝 ○どのような手順や方法
流 えるための準備をしよう。 で実験したことを伝え

す （使った物を見せながら、分かり たらよいか見通しがも

る りやすく話すための準備をしよ てない児童への指導・

う） 援助

・発表に自信の持てない児童は、 ・発表のための準備の時
、 、ヒントコーナーに集まる。 間を確保し その中で

・自分なりに発表を考えられる児 発表に自信が持てない

童は、その場で、実物を操作し 児童だけを集める。

ながら発表の練習を行う。 ・指導・援助の内容

「 」① こんな物を使って
「こうしたら」

「こんなふうになっ

たよ 」。

「 」だから…だと思う
の発表話型を示す。

〈ウー①〉 ②話をつなぐ言葉を示

○自分の行った実験の結果を小グ ○結果を実物を示しながら、 す。

ループ（３～４人）で発表し、 分かりやすく発表したり、 「まず 「次に 「す」 」

交流する。 友達の結果と比べながら聞 ると 「だから」等」
・糸をつけたクリップが空中に浮 いたりすることができる。 ③教師が発表の仕方を

いた。何センチぐらい近付ける （挙手・発言）グループ発表 演示して見せる。

と クリップが引きつけられた ・実物を示したり、操作した ○磁石と鉄の間に働いて、 。

・挟む画用紙の枚数を増やしてい りしながら、話すことがで いる力をその子なりに

くと、何枚目でクリップを引き きる。 イメージしている児童
付けなくなった。 ・ こうしたら、こうなった」 の考えを紹介する。「

・トラ付くのミニカーの荷台にお という実験の手順や方法、 ○「こうしたら、こうな

もりを○ｇずつ載せて実験する 結果の流れを大切にした発 った」という事実を大

と、○ｇまで引き付けることが 表ができる。 切にして発表している

できた。 ・友達の発表を自分の方法や 児童の発表形式の価値
・Ｎ極とＳ極を反対にしても、鉄 結果と比べながら聞き、違 付け

を引き付けた。 いや似ているところを発表 ○仲間の発表を自分の考

・挟む物を○○に変えても鉄を引 に加えながら、実物を使っ えと比べながら聞き、

き付けた。 て、手順・方法、結果を発 自分の発表に共通点や

・透明の物でなくても鉄を引き付 表することができる。 違いを加えながら発表
けた。 している児童の発言内

容の価値付け

ま ○課題の答えをまとめる（書く） ○まとめ、自己評価が終

と わった児童から教師机
め 磁石は、鉄との間に磁石につか の前に集まる。

る ない物があっても、鉄を引き付

ける。

○自己評価カードへの記入
○事象提示 ○電気と磁石のイメージ

・磁石と鉄の間に細かく切った針 の違いを尋ねる。

金（色つき）を入れてみる。

・シリコンオイルの中にマグチッ

プを入れ、磁石を近づけたとき ◎本時の自己評価の窓に
の動きの変化を見る。 ついて、活動のよさを

○教師による評価 認め、価値付ける。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈ウー②〉

○鉄との間に磁石に付かないものがあったり、離れていても鉄を引き付けることを、身近な

物を使って自分なりに考えた方法で工夫して調べ、実物を示しながら、結果を分かりやす

く発表したり、仲間の発表を自分の考えと比べながら聞いたりすることができる。

（２）評価の実際

本時は、２時間続きの後半の授業のため、評価については、前時の評価と本時の評価につい

て掲載することにした。

まず、前時（３／１１時）の評価についてあるが、評価規準の内容の前半部分の
「鉄との間に磁石に付かないものがあったり、離れていても鉄を引き付けることを、身近な物

を使って自分なりに考えた方法で工夫して調べ 」、

については、下記のような評価活動を実施した。

①「自分なりに考えた方法で工夫して調べ」の評価

・評価の時間

実験の計画をノートに記述段階で

・評価の方法

ノートの記述、観察
・評価の内容（規準）

「十分満足している」状況

・実験後どうなるかを予想した記述がある。

・多様な実験方法を考えている。

・教科書には載っていない身近な物を使った方法を見つけ出している。
「おおむね満足できる」状況

・磁石と鉄の間を離す方法と磁石と鉄の間に磁石につかない物を置く方法のいず

れかを考えて、絵を加えて実験方法の記述をしている。

「努力を要する」状況

・磁石に鉄が「引きつけられる」ことの事象のとらえが十分でない
（例：磁力にこだわり過ぎて、磁石に付く鉄の数だけをしらべようとしたり 「引、

き付ける」という現象を十分認識できていない ）。

「おおむね満足できる」状況でない児童については、本時の学習の「追究する」段階で個別

に指導・援助する対象の児童として、特に注目し、机間指導の最初に指導・援助を行うよう配
慮した。

「磁石に何個クリップが付くか」にこだわった実験を行っていたため 「鉄と磁石が離れて、

いても磁石が鉄を引き付ける」事象をもう一度見せ 「いくつクリップが付くか」と「離れて、

いるクリップがいくつ引き付けられる」では、実験のねらいが違うことを再確認した。

次に、本時（４／１１時）では、評価規準の「実物を示しながら、結果を分かりやすく発表
したり、仲間の発表を自分の考えと比べながら聞いたりすることができる 」について、次の。

ような評価活動を実施した。

②「結果を分かりやすく発表したり、友達の結果を比べながら聞いたりする」の評価

○評価①
・評価の時間

個人での追究活動が終わった後の発表準備・練習の段階

・評価の方法…評価内容「Ｃ」対象

評価場面…発表の準備の時間を確保し 「発表のためのヒントが必要なコース」と、

「自分で発表の練習を行えるコース」を児童に自己選択させる。
ヒントコースでは、発表に向けての指導・助言を三段階に分けて行い、

発表を構成するための手順や内容をアドバイスしていく。

・評価の時間

３～４人グループでの発表交流の段階



○評価②

・評価の方法②

評価場面…グループで順番を決め、自分の方法や結果を発表したり、仲間の方法や

結果を聞き合う活動
・評価の内容（規準）

「十分満足できる」状況

・自分の結果や方法と比べながら仲間の発表を聞き、自分との違いや共通点を自

分の発表に加えることができる。

・実物を使ったり、操作をしながら、実験で使用した物、実験の手順や方法、結
果を発表することができる。

「おおむね満足できる」状況

・ 何を使って、こうした」という方法や手順の説明ができる。「

・ こうなった」という事実に基づいて、実物を示したり、数値を発表したりし「

て実験の結果を話すことができる。
「努力を要する」状況

・方法や手順をうまく発表できないが、結果だけを発表する。

・方法や手順は発表できるが、結果をうまく整理しきれていない。

次に、実際に発表・交流した児童の発言の中から、３つの事例を紹介する。

事例①…「十分満足できる」状況の児童の発言例

私は、○○さんと同じで 「磁石と鉄の間に磁石に付かない物を入れる」実験についてや、

りました。○○さんと違うところは、磁石と鉄の間がどのくらい離れると、クリップが磁石
に付かなくなるかについても調べたかったので、このように（実物を示す）同じ大きさの画

用紙をたくさん切って少しずつ挟んで調べることにしました。

まず、このように（実物を示す）１０枚を束にして挟んでクリップが付くかを調べたら、

（実際にやってみる）付いたので、今度は、１０枚ずつ画用紙を増やしていきました。する

と、３０枚は付いて、４０枚だと付かなかったので、３１、３２、３３…と一枚ずつ増やし
てみました。すると、３６枚目でクリップが付かなくなったので、３５枚目まで付くことが

分かりました。このことから磁石は、間に画用紙を３５枚挟んでもクリップを引き付けるこ

とが分かりました。あとで、この厚みをものさしで測ったら４．４ｃｍありました。どうで

すか。

事例②…「おおむね満足できる」状況の児童の発言例

ぼくは、磁石と鉄の間をはなした実験をやりました。このように（実物を示す）クリップ

に糸をつけて、机にテープで端を止めておいて、離れたところから磁石をゆっくりと近づけ

ていく実験をやりました。では、やってみます （磁石をクリップに近づけていく）こんな。
に遠くからでもクリップがくっついてきて、糸がピンとはって、空中にクリップが浮いてい

ました。離れているのに、磁石がクリップを引き付けているのでびっくりしました。どうで

すか。

事例③…「努力を要する」状況の児童の発言例

ぼくは、下敷きや消しゴムをこうやって挟んでも、クリップがたくさんつくことが分かり

ました。



（３）個に応じた指導の実際

①児童が学習前にもっている素朴な「磁石」に対する

見方や考え方を把握し、指導に生かす。

既に明らかにされている磁石に対する児童の認識
の一般的な特性を把握しておくと共に、磁石に関す

る生活経験を把握しておく事前調査を実施した。

これらのことを踏まえ、全体的な特徴と個に応じ

た特徴の把握を行い、指導計画を作成する上で、次

のことに留意した。
・磁石で遊んだ経験や既有の知識の個人差が大き

い。

（磁石の「引き付ける」性質を認識している児童は多いが 「反発し合う」性質をとらえ、

ている児童は数人である ）。

（磁石の極とその性質をすでに認識している児童が数人いる ）。
そのため、磁石の極性を扱う段階では、補充的な学習と発展的な学習を設定した。

、 、 、・磁石で遊んだ経験が乏しいため 単元の導入段階では 十分に磁石と遊ぶ活動を取り入れ

その中で、児童が見つけた事実や疑問を、次時からの学習に生かす時間を設定した。

②評価規準に基づき、効率よく評価活動を行い、指導に生かす手だて（指導と評価の一体化）

自分が行った実験をみんなに伝えるための準備をしよう

・分かりやすく伝えるための工夫をしよう （評価規準に即した発表のねらいの提示）

・実物を使って説明しよう。
・仲間の発表を自分と比べながら聞こう。

自分で発表の準備 発表のヒントがほ （評価規準「努力を要する」の様相が見ら

をしよう。 自己選択 しいなあ。 れる児童への指導・援助）

・発表の組み立て ヒントコーナーへ

・実験手順の説明 ヒント①

・実験に使った物 「こういう物を使って、こうしたら、こうなったよ 」の。

の準備 順で発表をまとめる （発表形式・パターンの例示）。
・操作練習 ヒント②

・結果の整理 「まず、次に、そして、すると 」等のつなぎ言葉を使っ、

・発表練習 た発表（話をつなげる接続詞の活用）

ヒント③

教師による発表の演示
実物を示しながらの発表

自分が行った実験をグループの仲間に伝えよう （全員に発表の機会を設ける）＝評価

「十分満足できる」状況
・自分の考えと比べながら仲間の発表を聞き、自分との違いや共通点を自分の発表に加

えながら、実物を使って、手順や方法、結果を発表することができる。

「おおむね満足できる」状況

・ こうしたら、こうなった」という方法や手順、結果を入れた発表を、実物を示した「

り、操作しながら行うことができる。
「努力を要する」状況

・方法や手順をうまく発表できないが、結果だけを発表する。

・方法や手順は発表できるが、結果をうまく整理しきれていない。

○ 引反× × ○ 引 × ○ ○ 引 × × ○ 引 × × ○ 引 ○ × ○ × × ○ ① ② ③ ④

○ 引 × ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ×

○ 引 × ○ ○ 引 × × ○ 引 × ○ ○ 引 ○ ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ？

○ 引反○ ？ ○ 引 × ○ ○ 引 × ○ ○ 引反○ ○ ○ 引 × ○ ○ 引 × ○
？ ？ 引…磁石の引きあい

反…磁石の反発

教師台

教科書を挟むと、くっ
つくかわからない

？ やった経験がある 薄いから

C4 C8 C12 C16 C20 C24

C19 C23

？ 紙でできているから 教科書ぐらいで「ね
んりょく」は下がらな
い。

教科書が薄いから 強いからひきつけ
る

やったことがないか
ら

C3 C7 C11 C15

じしゃくとくぎではさみ
をやると全部じしゃく
だからひきつける？

？ 教科書で封じられて
いてもつく

教科書は厚いから 厚さが薄いからつく 分厚いから この釘を磁石が引きつ
けるか

手でやったことがあ
る

④の理由

C2 C6 C10 C14 C18 C22

教科書は磁石じゃな
いから

磁石の力が強いから 教科書はじしゃく
じゃないから

教科書は厚いから 磁石の力が弱くな
るから

C1 C5 C9 C13 C17 C21 氏名

③ＮＳ
④本時の課題

①磁石遊び経験
②磁石の性質

３年１組「じしゃくであそぼう」実態一覧

磁
石 教科書



③自分の考えの高まりを自覚させるための自己評価と教師の評価

左のようなカードを理科室入口に設置し、理科室に入ってきた児童から一枚ずつもつていけ

るようにした。また、理科係と連携して授業の前に「今日の授業のがんばりどころ」を確認し

合い、黒板の隅に番号を記述しておくよう
にした。このことで、今日の授業の教師側

の本時のねらいを毎時間児童に意識づけし

ていくようにした。

例えば、本時では７項目の「調べたこと

を分かりやすく発表できた」が評価規準と
ねらいに直接関わる項目であり、そのため

には、５・６項目の「実験 「記録」も大切」

な活動になってくる。そこで、理科係に

「５ 「６ 「７」を本時のがんばりどころ」 」

として示した。授業の始まりの挨拶までに、児童はカードに印をつけ、意識をして授業に向か
う。

授業の終末では、自己評価を記入するとともに、教師側からも特に優れた姿を紹介するよう

にした。鉄と磁石の間がどのくらい離れていても引き付けるかどうかを調べるために画用紙を

同じ大きさに何枚も切り、十枚単位でその間に入れて引き付けることを確かめた実験結果を発
表したＭ児の発表の良さ（実物を示しながら、実験手順に従って説明し、結果を紙の枚数とし

て表した点）を価値付けた。

④磁力と引きつけられる鉄の間の磁力を視覚的にとらえやすい教材の改良

「磁石と鉄の間には目に見えない引き付ける力が働いているのでは 「手を入れても手の」

中を通っていくような磁石の力」など、児童は磁力に対する不思議な魅力を抱いている。ま
た 「磁石のどこから引き付ける力が出ているのか」等、磁界に発展するような興味・関心、

も抱いている。そこで、本時の終末の段階で、次のような教材を開発し、提示を行った。

これまでの実践では、市販されている立体磁界観察漕を用いたり、ビニル付き針金を細か

く切った鉄片を使って磁界の様子を示すような教具を用いたが、次のような問題点がみられ

た。
・立体磁界観察漕では、砂鉄を利用しているため、磁界の広がりを認識しにくい。

・ビニル付き鉄片は、砂鉄よりも立体的な広がりがあるが、重いため、磁界の広がりが少

ない。

そこで、従来の観察漕を参考にしながら、アクリル板を使って、自作できる観察漕を制作

した。また、制作の段階では、次の点に配慮し、改良・工夫を行った。
・なるべく接着面が少なく、手軽に作成できる。→筒型アクリルを使用した観察漕

・立体的あるいは線状に磁界が見られる。→磁界観察用短鉄線（ﾏｸﾞﾁｯﾌﾟ 、裁断したﾓｰﾙ）

・磁界の形状が長く持続し、錆びない。→シリコンオイル

（その他…配慮事項）

円筒形アクリルの切断…鉄工所の電動カッターを使用
接着剤…市販のアクリル板専用接着剤

アルニコ磁石…インターネット販売で購入（厚み、長さ、単価、磁束密度が多様）

（Ａタイプ） （Ｂタイプ）

【磁石の両極の磁界の様子が見える観察漕】 【磁石の端の極性が部分的に見える観察漕】

実験装置の作成図

アルニコ磁石

アクリル板
１００mm×１５０mm×５
mm

塩ビパイプ
内径５０mm×１５０mm

塩ビパイプ
内径１０mm×１４０mm

中空にモールを2mm程度
に切った物を入れ、磁界
の様子を立体的にとらえ
られるようにする。

磁石の片側だけの磁界を立体的に見せるための観察漕

アルニコ磁石

アクリル板
１００mm×１５０mm×５
mm

切った試験管を半分まで
入れる。

塩ビパイプ
内径１０mm×１４０mm

中空にモールを2mm程度
に切った物を入れ、磁界
の様子を立体的にとらえ
られるようにする。



（作成した実物の一例）

モールを使用した観察漕 シリコンオイルとマグチップを使用した観察漕

⑤学び方が分かる、理科に興味をもつ学習環境・掲示の工夫（参考資料参照）

次のような点に力点をおいて、学習環境や掲示物コーナーを設置してきた。

・廊下掲示………これまでの学習の様子やまわりの自然を取り上げた掲示物の展示

季節に応じて実物を展示するコーナー
・黒板上の掲示…段階的な理科の学び方が分かる掲示

・理科室内掲示…ノートのよい例の掲示コーナー

学年の理科の歩みが分かる掲示コーナー

個の学びの高まりを自覚させる掲示コーナー

・自由に器具やホワイトボードが活用できる学習環境
・発表となるキーワードや接続詞のカードを補助黒板に準備



６ 参考資料

資料 学び方が分かる、理科に興味をもつ理科室環境や掲示の工夫

資料１ 学び方が分かる黒板正面の掲示 資料２ 学びの高まりが自覚できる掲示

本時の学習のポイントを示すことができる補助黒板 学校周辺の自然をとらえたコーナー

資料３ 学習を発展的に扱った資料掲示 資料４ 学習の既習事項をとらえた資料掲示

資料６ 他学年の学習の足跡を掲示

資料５ ノートの高まりを自覚させる掲示



資料８ 地域の自然を教材に扱った写真コーナー

資料７ 実験器具名を覚えるコーナー

資料 季節の特徴を伝える掲示板10

資料９ 学び方のポイントを示すカード


